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次年度以降も規範意識育成学習及びアンケートを
活用しながら、早期かつ適切な対応を心掛ける。
また、個に応じたきめ細やかな対応と粘り強いあき
らめない丁寧な指導を全職員で相談しながら継続
し、生徒一人一人の成長を実現する。

授業、アルバイト、部活動、学校行事それぞれの場
面で、様々な問題に柔軟に対応できる生徒を、全
職員及び各種外部機関との連携を図りながら育成
する。安易な遅刻・欠席をしないよう、粘り強く指導
を続ける。

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標
良質かつ本質的な問いかけや個に応じた指導を通して、「自分には何ができるか」と主体的に考え、判断し、行動に移す態度及び他者と協働し
課題解決に挑む態度を、全ての教育活動を通して育成する。

生徒に基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、教員は個別最適な学び、協働的な学びにつながる授業を実践することにより、生徒の「思考
力」「判断力」「表現力」の育成を図るとともに自ら学ぶ姿勢を身に付けさせる。授業と評価方法の改善により、指導と評価の一体化を図る。生徒
とのコミュニケーションを大切にし、生徒の個性や能力を引き出すとともに社会性を身に付けさせ、個々の生徒の状況と特性に応じた進路の実
現を目指す。

・各教科において義務教育段階の「学び直し」が実施され、授業の理解度が７
５％を超えるなど、手厚い学習支援が実施されている。
・生徒用端末の活用をさらに進められ、個別最適な学びを深めていただきたい。

・いじめアンケートでは、迅速な対応と丁寧な指導により解決が図られている。
・全職員及び関係機関と連携を図りながら、生徒指導、教育相談に取り組まれて
いる。

A

A

A
社会人としてのルールやマナーの指導、あいさつや言葉遣いの指導により、生徒の社会性
を高める。

アンケート（いじめ・学校生活）、家庭チェックリストを継続して実施し、早期発見・早期対応
に努める。

部活動・生徒会活動の活性化を図ることで、行事等への積極的参加を促し、人間関係作り
を推進する。

授業時や諸活動において、生徒の状況を観察し、生徒間・教師間の望ましい関係を構築す
る。

「社会に貢献できる人材の育成」を目標とした、より組織的な
教育活動の充実

各教科で義務教育段階の「学び直し」を取り入れるとともに、学習の遅れがちな生徒に対す
る学習支援を行いながら、基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る。

授業と評価方法の改善により、生徒の多様な資質能力を広く評価できる授業を実践し、主
体的に学習に取り組む生徒の育成を図る。

授業アンケート
【授業の理解度】　75.6％
授業内容がわかった。40.2％
だいたいわかった。35.4％

授業アンケート
【授業への集中】　84.3％
授業に集中している。47.2％
だいたい集中している。37.1％

いじめアンケート
誤解や意見の相違から、１件の投
稿があったが、個別に事情聴取を
し双方が納得するまで解決を図っ
た。今後も迅速に対応したい。

生活アンケート
特に、重大な投稿はなかった。今
後もしあれば、早期対応に努める
とともに、適切な指導を行う。

本校の特色ある教育活動を通して、生徒により広い世界を体験させるとともに、昼間の就労を奨励し、就労先を含め地域社会との連携強化を図
り、地域に開かれた学校づくりを推進する。

福岡県立 福島 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 　校訓「正大・剛毅・優美」を胸に、自己実現に向けて努力を重ねるとともに、身に付けた豊な人間力で社会に貢献する高い志を持つ人を育てる。

 評価

（総合）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「正しく、強く、美しく生きる」という精神を胸に、自己実現に向けて努力する生徒を支援する夜間定時制高校

多様な生徒が共に学ぶ環境の中で、生徒一人一人の個性を尊重しながら社会人として必要な資質・能力や豊かな人間性を育み、社会に貢献できる人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・規範意識、協調性、忍耐力を身に付け、社会人として必要な資質・態度の育成
・進路の幅を広げるために、多様な資格を取得できる力の育成
・学んだ知識や技能を活かして社会に貢献できる人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・義務教育段階の既習事項の「学び直し」を取り入れた基礎学力の定着
・働きながら学ぶ厳しさを乗り超える精神力と自ら学ぶ意欲の育成
・多彩な学校行事を通した、豊かな人間性の涵養

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・基本的な生活習慣の定着と様々な学習に真摯に取り組む人
・社会のルールやマナーなど規範意識の涵養に努める人
・自らの人生についてじっくりと考えて、将来の進路を決めたい人

教科指導

「わかる授業」を目指した授業の工
夫・改善を行い、基礎学力を定着さ
せるとともに、正しく生きるための
英知を身に付けさせる。 A

A
主体的に学ぶ態度の育成や、深
い学びの実現に向けた実践に努
め、自己実現のために努力する力
を養う。 A

落ち着いた状態で授業が行われていることに加え
て、各教科で義務教育段階の「学び直し」を取り入
れていることで、授業の理解度は75％を超えてい
る。次年度も学習の遅れがちな生徒に対する手厚
い学習支援に努めたい。

授業への集中度は80％を超えており、学習意欲が
高まっている。生徒の資質を多面的に評価する観
点別評価が定着しつつあることの成果と思われ
る。次年度は、授業における生徒用端末の活用を
積極的に進め、個別最適な学びの実現に近づけた
い。

人権教育を推進することにより、生徒の人権意識を向上させ、違いを認め合い、自分自身と他者を大切にする心豊かな人間性を育む。ＩＣＴの積
極的活用を通して、生徒理解や個別最適化された授業の実践及び業務の効率化を推進し、生徒と教員が心身ともに健康で安心して過ごせる
学校づくりに努める。

A

A
生徒用端末の活用を推進し、学習段階に応じた個別最適な学びを実践することで、学習意
欲と学力を高める。

生徒の希望や適性を把握し、早期から個に応じた適切な学習支援を行う。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

A

［成果］
コロナ禍において培った新たな視点や工夫を大切にしながらの学
校行事の実施。「福島高校は生徒が伸び伸びと学ぶことができる
学校である。」という地域からの評価。生徒の学校生活に取り組
む意識の高揚。生徒が生き生きと活動する場の提供、並びに主
体的に取り組むような様々な仕掛けによる生徒の成長。
［課題］
生徒募集に係るより効果的な広報活動の推進。生徒に確かな学
力を付けさせ、進路希望を実現できる学校としての教育内容の充
実。

「自ら考え、自ら判断し、チャレンジする」態度の育成及び他者
と協働し課題解決に挑む態度の育成

生徒の人権意識の向上及び安心・安全な学校づくり

関係機関との連携強化による地域に開かれた学校づくり

いじめを撲滅し、道徳教育の推進
と規範意識の醸成を図り、問題行
動の未然防止に努める。

A

生徒指導

評価項目 具体的目標 評価（３月）具体的方策

授業の在り方等について職員間で共通理解を図りながら、全職員で生徒の落ち着いた授
業態度を徹底させる。

規範意識育成学習（いじめ防止・非行防止等）の推進により、問題行動の未然防止と規範
意識の醸成を図る。

魅力ある学校の雰囲気づくりの
為、カウンセリングの充実を図り、
心の悩みを知ることで、中途退学
の防止に努める。

面談週間を設定し、教育相談の充実を図るとともに、職員間での情報共有と共通理解を深
める。

授業アンケートを実施し生徒の理解度やつまずきを把握するとともに、アンケート結果を分
析し「わかる授業」を目指した授業改善に取組む。

A

７６
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・ハローワーク等の外部機関との連携により、進路講座が開催され、生徒の勤労
観、職業観の育成とともに、早期の就職進学指導に取り組まれている。
・今年度においても、就職進学希望者全員を第一希望の進路先で確定されてい
る。

・ICTに関する研修を計画的に実施され、授業改善等、充実に向け取り組まれて
いる。
・今後も情報配信ツールの向上に努めていただき、学校の魅力や活動内容を幅
広く紹介いただきたい。

授業改善や生徒理解、人権意識の向上につながる職員研修の充実を図り、豊かな人間性
を身に付けた生徒の育成に役立てる。

職員の校外研修への参加を促すとともに、授業改善や生徒理解、人権意識の向上に役立
つ教育情報の発信を定期的に行う。

アンケート及び面談を通して、生徒の希望状況を把握し、関係機関と連携を深め、希望進
路の実現を図る。

進路目標を早期に設定させ、進路実現に必要な学習指導を徹底する。

大学進学等を希望している生徒へは、模試等を紹介し、進学意識の高揚を図る。

保健講座（性教育・ＡＥＤ講習会等）を実施し、健康に対する意識の高揚を図る。また、学校
医と連携し健康診断を実施する。

「保健だより」「食育だより」を定期的に発行するとともに、保健委員の活動を通して健康増
進への意識を高める。

スクールカウンセラー等による教育相談について教職員との連携を深めるとともに、生徒・
保護者が気軽に相談しやすい環境を整備する。

A

ICT研修23回

ハローワーク等の外部機関と連携し、外部講師を招聘した
進路講座を開催。生徒の勤労観・職業観の育成を図り、早
期に就職進学指導を全職員が協力して取り組むことが出
来た。また、在校生の就労率は１２月時点で５６．８％で
あった。
就労率向上に向け、次年度も継続した指導を続けていきた
い。

アルバイト等の就業経験を積ませ、就業条件等の内容を理解させ、就労することの大切さ
を学ばせることで、卒業時の就業のミスマッチを防ぐ。

挨拶・勤勉・節度・マナーなど、社会人として生きる力を身に付けさせる。

就労状況調査（毎月実施）
１２月調査結果
全 学 年　５６．８％
第１学年　３０．０％
第２学年　７２．７％
第３学年　８５．７％
第４学年　８３．３％

ホームページ更新３回
定時制通信発行２回

・保健講座や健康診断、保健委員会活動等により、生徒の健康に関する意識の
向上が図られている。また、スクールカウンセラー等との連携により相談支援体
制が図られている。

A

A

A

A

・仕事と学校の両立で大変だと思うが、様々な面でしっかりと取り組まれているのが理解できた。
・ここでの学びは、しっかり今後のこの子たちの人生に、必ず生きていくと思う。
・様々な面で先生方の負担は大変かと思うが、引き続き頑張っていただきたい。

学校関係者評価

・教育活動の更なる充実を図るため、個に応じた指導を図るとともに、合理的配慮を要する生徒への支援体制の充実を図る。

・高い志を持ち社会に貢献できる人材を育成するため、外部機関との連携を拡充するとともに、仕事と学業の両立を継続し、社会とのつながりを深める教育を推進する。

・生徒の基礎学力の定着と学びたいという意欲の醸成を図る。さらに、多様な考えや思いを持つ様々な生徒の個性を尊重しつつ、自らの意思を他者に伝えることができる心豊かな生徒を育成する。

・いじめの早期発見、早期対応のために、日常の学校生活における教職員の観察力（見極める力）を一層高め、「いじめ見逃しゼロ」を念頭に、生徒の情報共有を毎週全職員で行い、チームとして対応できる体制の
構築と機動力の強化を図る。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

「図書だより」の発行やお薦め図書の紹介等を通して、心豊かで、自他を思いやり、自立し
た生徒の育成につなげる。

生徒達の活動を保護者・地域・中
学校へ情報を発信する。

B

研修・図書

全職員が生徒の現状ならびに課
題の把握に努め、校内外の研修
等を通して生徒理解の方法を身に
つける。また、図書室の利用を促
し、読書を通した心の成長をはか
る。

「定時制通信」等の情報を定期的に発信し、保護者・地域・中学校との理解と協力を進め、
本校の活動や生徒の姿を発信する。

A

上級学校紹介や社会人講話など、外部講師を招聘した進路指導講座の開催を推進し、勤
労観・職業観を育成する。

進路の幅を広げるために、多様な
資格を取得できる力の育成及び生
徒の進路に対する意識を高めさ
せ、卒業予定者の就職、進学を実
現させる。

A

給食・保健指導

安全・安心に学ぶことができる学
校づくりを推進するとともに、食と
健康に対する生徒の意識を高め、
たくましい身体とさわやかな心を育
てる。

保健講座後アンケート　2回実施
食に関するアンケート　１回実施

今年度は就職希望者（県内就職）４名は９月末、進学希望
者（職業訓練校）２名は１１月末に、第１志望の進路先を確
定することができた。
次年度も早期に希望進路実現が図られるよう、全生徒の
進路に対する意識が高まるように指導したい。

保健講座や健康診断、保健委員会活動等を通じて、生徒
の健康に関する意識の高揚ができた。食に関するアンケー
トでは、朝食欠食や、栄養バランスの偏りを課題とする生徒
がおり、引き続き食育の推進を図る必要がある。次年度も
スクールカウンセラー等の関係機関と連携し、継続した生
徒支援に努める。

今年度は、ICTに関する研修等、計画通りに研修
ができた。次年度は、ICTを用いた授業を行い、生
徒が使えるような研修を計画したい。また図書だよ
り、お勧め図書の案内等の紹介を通して、生徒の
育成に役立つ情報発信を続けたい。

今年度はシステムの変更があり、ホームページ更
新数が少なかったため、次年度は発信力を強化し
たい。また定時制通信の発信の仕方を工夫し、学
校全体の活性化に繋げたい。

A

A

B

A

個人情報等に配慮しながら、生徒の活動状況等を学校ホームページへの掲載を定期的に
更新し、最新の情報発信に努める。

進路指導

進路希望調査（４月全学年実施）
第４学年調査結果
（第４学年在籍生徒数　６名）

就職　４名（県内就職希望）
進学　２名（職業訓練校希望）

働きながら学ぶ厳しさを乗り超える
精神力と自ら学ぶ意欲の育成及び
学校教育全体を通じてキャリア教
育を推進し、社会人として望ましい
勤労観・職業観を育成する。 B
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